
細胞の形を変えるしくみの解明 

－細胞形態制御因子セマフォリンと

細胞形態制Ḁ要約】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋大学大学院理学研究科の高木 新 准教授と糠塚 明（大学院生・現基礎生物学

研究所研究員）らの研究グループは、動物細胞の形や運動を制御するセマフォリンと

呼ばれる分子が、二種類のTOR複合体形成の切り替えを通じて、細胞内の蛋白質翻訳

や細胞骨格を調節することを明らかにしました。  

セマフォリンは、脊椎動物の脳・神経系沆᠋

 また、TORは細胞内代謝調節の鍵を握る因

子で、細胞の成長、増殖、糖の取り込みなどさまざまな事象に関わることが知られて

おり、ガンや免疫、糖尿病との関係でも注目されています。TORは他のタンパク質と

組合わさってできるTOR複合体としてはじめて機能しますが、TOR複合体形成の調節機

構は良くわかっていませんでした。 

同研究グループは効率の良い実験が可能なモデル動物、線虫C. elegansのセマフォ

リンを欠く変異体を利用して研究を行いました。 その結果、セマフォリンがTORC1、

TORC2という2種類の
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